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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様、新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　日頃は当協会の運営に格別のご理解とご協力を賜り、誠に有難うございます。
　引き続き変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。
　さて、日本は２０２０年に地球温暖化対策計画として２０３０年度の温室効果ガス排出を

２０１３年度比から４６％削減することを宣言し、その先には、２０５０年のカーボンニュートラル社会を実現す
るという大きな目標を掲げています。
　四日市市は、石油化学コンビナートがある中部圏の産業の中心地でありますが、昨年の６月に２０３０年
度の温室効果ガス排出削減目標を上方修正し、１３年度と比べ排出削減量を２０２１年３月に定めていた１６％
から４７％に引き上げることとしています。
　四日市市の温室効果ガス排出量は、全体の７割を産業分野からの排出が占めています。今後、水素やア
ンモニアを活用した取り組みを官民を挙げて推進するほか、電気バスの導入実現を目指すなど、一丸と
なって連携し目標達成に向けて進めていくことでしょう。　
　その実現の為には、省エネだけでなく産業構造やビジネスモデルの転換、技術革新が必須で従来の延
長線上の取り組みでは目標の達成はできません。高い目標ではありますが、この機会をチャンスと捉え、
積極的に変化していくことで、四日市市は環境先進都市として新たな姿に生まれ変わることが出来る
と考えております。
　その為には、我々四日市市の企業一社一社が同じ意識を持ち、積極的な事業活動をしていくことが求
められるでしょう。
　迎えた今年は「甲辰」です。
　２０２４年は十干では甲、十二支では辰にあたるため、甲辰（きのえたつ）の年となります。「甲」は十干の
始まりにあたり、生命や物事の始まりを意味し、「辰」は草木が成長し、形が整い、活気にあふれている様
子を表すとされています。
　前回の甲辰（きのえたつ）の年は１９６４年で、アジア初開催の東京オリンピックが開かれ日本が希望に
満ち溢れた年でした。２０２４年は、この数年の新型コロナウィルス感染症の影響から社会全体が回復して
いる中で、これからの成長をさらに形作っていく希望の年だといえるでしょう。
　今年一年　会員各位、皆様がご活躍され、飛龍のごとく飛躍のある一年をお過ごしになりますことを
祈念し、新年のご挨拶と致します。

伊賀、菅原神伊賀、菅原神社社
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。四日市労働基準協会並びに会員
の皆様には、旧年中、労働基準行政の推進につきまして、格別のご理解と
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年の６月に政府は骨太の方針として、終身雇用や年功序列など
の日本型雇用の見直しを閣議決定し、１０月には過去最大の上げ幅となる
最低賃金の見直しを行ったところです。その結果、地域別最低賃金額は全

国加重平均で１，００４円となり、初めて１，０００円を超えたところですが、賃上げの流れを波
及させていくためにも、中小企業等への支援が重要な課題となっています。
　一方、雇用情勢については、改善に向けた動きが続いていますが、様 な々業種において人
出不足の状況がみられ、人出不足を原因とした長時間労働が発生している事業場も見受け
られたところです。
　また、職場におけるハラスメントや過重労働・長時間労働に関する相談も多く寄せられて
おり、脳・心臓疾患や精神障害に関する労災請求も高止まりの状況が続いています。
　こうした中、本年におきましても、労働基準行政の重点課題である長時間労働の抑制に向
け、過重労働による健康障害防止に引き続き取り組んでまいります。
さらに、本年４月より時間外労働の上限規制が適用猶予業務等（建設業、自動車運転の業
務など）についても適用されることとなりますので、関係事業場の皆様におかれましては、施
行時期を見据え、ご対応いただきますようお願いいたします。
　もう一つの重点課題である労働災害防止につきましては、昨年は、第１４次労働災害防止
計画の初年度であり、当署におきましても、死亡災害の撲滅と休業４日以上の死傷者数７７７
人未満（７％以上の減少）を目標に、「チャレンジアンダー ７７７ ほくせい推進運動」を展開し

スリーセブン

てまいりましたが、現在のところ、死傷者数は前年同期比３．５％減少（令和５年１１月末現
在）となり、目標を達成できるか微妙な状況となっています。
　また、建設業など一部の業種では死傷者数が増加しており、全産業の事故の型をみると、
「転倒」や「動作の反動・無理な動作」（腰痛等）などの行動災害が全体の４割を占めている
ほか、高年齢労働者の労働災害が顕著に増加していることから、本年も積極的に労働災害
防止に取り組んでまいります。
　このように本年も取り組むべき課題がいろいろとございますが、貴協会のお力添えをいた
だきながら適切に対応していく所存ですので、皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。最後になりますが、本年が皆様にとってより良い年になることを祈念いたしまし
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

２０２４年１月１日労基報よっかいち（２）第１４５号

新春を迎えて
四日市労働基準監督署長

宮　田　　仁
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三　　重　　県　　最　　低　　賃　　金

時間額９７３円（令和５年１０月１日発効）
効力発生日特定（産業別）最低賃金

令和５年１２月２１日９９９円時間額２９円ｕｐ三重県電線・ケーブル製造業最低賃金

令和５年１２月２１日９８７円時間額３５円ｕｐ三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金

令和５年１２月２１日１,０２２円時間額３５円ｕｐ
三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業、舶用機関製造業、産業用運搬車両・同部分品・
附属品製造業、その他の輸送用機械器具製造業最低賃金

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最 低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低 賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃 金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金 ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが 改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし最低賃金が改定されまし たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

※ 「三重県ガラス・同製品製造業最低賃金」、「三重県銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業最低賃金」、「三重県一般
　機械器具製造業最低賃金」、「三重県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最低賃金」が適用される労働者につい
　ては、三重県最低賃金（時間額９７３円）の金額以上の賃金を支払わなければなりません。
叡 叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

2024 年 4月から労働条件明示のルールが変わります
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転倒災害が大幅に増加中！！
～　転倒災害予防対策の徹底をお願いします！　～

≪転倒災害防止対策≫
　〇　６０歳以上の高年齢労働者の転倒災害が多く発生しているため・・・
　　ⅰ　バランスや敏捷性などの運動機能を高める体操などによるケガしにくい体づくり
　　ⅱ　身体機能の衰えを防止するための健康指導及び身体機能の衰えに対する自覚の促進
　〇　その他の対策として・・・
　　ⅲ　通路や床面の４Ｓを徹底
　　ⅳ　水・洗剤・油等の定期的な清掃及び清掃エリアへの立ち入り禁止を徹底
　　ⅴ　床面の凹凸や段差の解消
　　ⅵ　作業に適した靴の選定及び定期的な点検
　　ⅶ　従業員通路の除雪及び凍結しやすい場所への融雪マット等の設置
　　　　（令和５年１月２６日の大寒波の際には、１日で１４件の転倒災害が発生しています。）
　　ⅷ　転倒の危険性がある場所の見える化の促進
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令和５年  労働災害発生状況（休業４日以上の死傷者数）
四日市労働基準監督署
令和５年１１月末現在

　 対 前 年 比　　 令 和 ５ 年　　 令 和 ４ 年　　　　　　　　　　　　　年　別
　業　　種 　 死 傷　　 死 亡　

％ 人 数  ％ 人 数 死傷者数死亡者数死傷者数死亡者数
－３.５％－２４人－５０.０％－１人６５４１６７８２  　合　　　　　　　　 計　   
＋３.９％＋２人５３５１食 料 品

製
　
　
　
造
　
　
　
業

－６６.７％－２人１３繊 維 工 業
＋１００.０％＋１人２１衣 服 そ の 他 繊 維
－５０.０％－１人１２木 材 ・ 木 製 品
±０.０％±０人１１家 具 ・ 装 備 品
＋４００.０％＋４人５１パ ル プ ・ 紙 加 工 品

＋１人１印 刷 ・ 製 本
－５７.１％－１２人－１００.０％－１人９２１１化 学 工 業
－５.９％－１人１６１７窯 業 土 石 製 品
±０.０％±０人９９鉄 鋼 業

＋１人１非 鉄 金 属
－２１.４％－６人２２２８金 属 製 品
－２５.０％－６人１８２４一 般 機 械 器 具
－４７.１％－８人９１７電 気 機 械 器 具
±０.０％±０人１１造 船 業
±０.０％±０人１２１２造船業以外の輸送用機械等
－１００.０％－１人１電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業
±０.０％±０人３３自 動 車 整 備 ・ 機 械 修 理 業
－２５.０％－２人６８上 記 以 外 の 製 造 業
－１５.０％－３０人－１００.０％－１人１７０２００１　　 小　 　 　 　 　 計　 　
－１００.０％－１人１採 石 業鉱

業 ＋１人１上 記 以 外 の 鉱 業
±０.０％±０人１１　　 小　 　 　 　 　 計　 　
±０.０％±０人－１００.０％－１人２２２２１土 木 工 事

建
設
業

＋１４.３％＋１人８７木 造 家 屋 建 築 工 事
＋２３.１％＋６人＋１人３２１２６木 造 家 屋 以 外 の 建 築 工 事
－４.８％－１人２０２１そ の 他 の 建 設 業
＋７.９％＋６人±０.０％±０人８２１７６１　　 小　 　 　 　 　 計　 　
＋１６.７％＋１人７６旅 客 運 送 業

運
輸
業

－６.６％－６人８５９１道 路 貨 物 運 送 業
±０.０％±０人２２港 湾 運 送 業
＋１５.４％＋２人１５１３上 記 以 外 の 運 送 業
－２.７％－３人１０９１１２　　 小　 　 　 　 　 計　 　

＋２人２林　 業第
一
次
産
業

＋１２.５％＋１人９８農 業 ・ 畜 産 業
水 産 業

－３７.５％＋３人１１８　　 小　 　 　 　 　 計　 　
－２２.０％－１８人６４８２小 売 業商

業

第
三
次
産
業
等

－５７.１％－８人６１４う ち 新 聞 販 売 業
＋５.０％＋１人２１２０上 記 以 外 の 商 業
－１８.２％－２人９１１通 信 業
－２２.０％－１１人３９５０社 会 福 祉 施 設保

健
衛

生

業 －５.９％－１人１６１７医 療 保 健 業 ・ そ の 他
＋５０.０％＋１人３２旅 館 業接

客
娯
楽

業 ＋７０.０％＋１４人３４２０飲 食 店
－２３.１％－３人１０１３ゴ ル フ 業
＋２５.０％＋２人１０８上記以外の接客娯楽業
＋６０.０％＋３人８５ビ ル メ ン テ ナ ン ス 業清

掃
業

＋２５.０％＋３人１５１２産 業 廃 棄 物 処 理 業
＋１３３.３％＋４人７３上記以外の清掃・と畜業
＋５０.０％＋４人１２８警 備 業
＋１０.０％＋３人３３３０上 記 以 外 の 事 業
±０.０％±０人２８１２８１　　 小　 　 　 　 　 計　 　

資料出所　　四日市労働基準監督署「死亡災害報告・労働者死傷病報告」   注：死亡者数は内数であらわしたもの。

【労働災害発生状況の詳細】
　令和５年の休業４日以上の死傷者数は、全産業でみると、１１月末日現在で６５４人となっており、前年同期比で２４人（３．５％）減少
となっています。
　ただし、四日市労働基準監督署で目標とした「チャレンジアンダー７７７ほくせい推進運動」の目標達成は困難な状況となって
きており、今後更なる労働災害防止対策の徹底をお願いします。
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　１１月２１日午後１時から四日市市文化会館第２ホールにおい
て、四日市地方産業安全衛生大会＆優良勤労者表彰式を、四日
市労働基準監督署並びに三重産業保健総合支援センターのご
後援により、ご来賓として三重労働局金尾局長、四日市労働基準
監督署宮田署長・同久留原副署長、同岡村安全衛生課長、四日
市市商工農水部石田部長、四日市商工会議所井田事務局長、
（一社）三重労働基準協会連合会森専務理事のご臨席を賜り
4年ぶりに盛大に挙行いたしました。
　式典は松岡安全衛生委員の司会ではじまり、産業殉職者へ哀悼の意を表し全員で黙祷をささげた後、
草川安全衛生委員長の開会のことば、山崎会長の式辞の後、第一部に入りました。最初に、厚生労働省
労働基準局長無災害記録証を受賞された１事業場を壇上でご披露し会長から記念品を授与いたしま
した。引き続き、安全衛生活動に積極的に取り組み会長表彰を受賞されることとなりました優良事業場６
社・功績者４名に会長から表彰状及び記念品を授与いたしました。次いで、優良勤労者表彰が執り行
われ、総務委員会水原・中野両副委員長が被表彰者全員（１５４名）のお名前を読み上げ、会長から受
賞者代表に表彰状及び記念品が授与されました。受賞されました皆様誠におめでとうございます。ます
ますのご活躍を祈念申し上げます。次いでご来賓の方 か々らそれぞれご祝辞をいただきました。
　第２部に入り、四日市労働基準監督署岡村安全衛生課長から｢労働安全衛生行政の動向について｣
のご講演をいただき、引き続き、特別講演として歴史家・作家の加来耕三氏による｢歴史に学び、未来を
読む～家康の天下取りに学ぶ～｣と題する講演を拝聴し、有意義
な時間を過ごすことができました。
　特別講演の後、井川ＫＹＴ実践コーディネーターの陣頭指揮に
より、参会者全員が声高らかに、「ゼロ災で行こう　ヨシ！」と指差唱
和しました。その後に、渡邉安全衛生副委員長が大会宣言（案）を
朗読して採択されました。
　最後に岩間総務委員長の閉会のことばで本大会の幕をおろしま
した。ご協力いただきました皆様方に心より深く感謝申し上げます。

　１２月１日、午前９時、近鉄四日市駅前から参加者13名を乗せバスが出発。視察先に着くまでの車中、
草川安全衛生委員長の挨拶、事務局から本研修の趣旨説明の後、バス内での意見交換を行いました。
　予定通り午前１０時３０分頃、視察先の「ケイミュー株式会社 伊賀事業所」に到着しました。最初に、会
議室で藤副事業所長様より企業概要を、福島作業長様より安全衛生活動の説明を受けた後、２班に分
かれ、工場内を見学いたしました。その後会議室へ戻り、質
疑応答をしていただきました。工場では、住宅の外壁材や
屋根材を製造していますが、整理整頓が隅 ま々で行き届き
安全衛生活動に積極的に取り組んでいる素晴らしい工場
で、参加者の多くの方から好評を得ることが出来ました。午
後、「菅原神社」に詣で安全祈願を行い、帰路につきました。
バス内で更に親交を深め、予定時刻の午後５時頃に四日
市に無事帰りました。
　今回の視察研修は4年ぶりの実施でした。ご協力いただ
きました関係者の皆様方に心より深く感謝申し上げます。

安全衛生管理優良事業場視察研修を実施

四日市地方産業安全衛生大会
優 良 勤 労 者 表 彰 式を開催
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■■　講習・教育　■■
修了者数
（　）内
申込定員

種　　　　別
開催月日

日月

４８フルハーネス型安全帯使用作業特別教育１１

１０

３２アーク溶接等業務特別教育１３～１５

４９化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）１９

４８保護具着用管理責任者教育２５

３２職長等教育［建設業を除く］３０～３１

２５安全衛生推進者養成講習７～８

１１

３８産業用ロボットの教示等の業務特別教育１０～１１

４７保護具着用管理責任者教育２４

３１ＫＹＴ実践研修２７

３１職長等教育［建設業を除く］２９～３０

４９化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）４

１２

７６フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育５

４３特定粉じん作業従事者特別教育６

４０クレーン運転業務特別教育８・１０

４０安全管理者選任時研修１４～１５

３６自由研削用といしの取替え等業務特別教育１６

４９フルハーネス型安全帯使用作業特別教育１９

３２職長等教育［建設業を除く］２１～２２

（４８）保護具着用管理責任者教育１１

令
和
６年
/１

（３８）産業用ロボットの教示等の業務特別教育１２～１３

（３２）職長等教育［建設業を除く］１６～１７

（４８）保護具着用管理責任者教育１９

（３２）職長・安全衛生責任者教育２３～２４

（３８）産業用ロボットの教示等の業務特別教育２６～２７

（６０）低圧電気取扱業務特別教育２

２

（５０）化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）６

（９０）フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育７

（４８）保護具着用管理責任者教育９

（３２）職長等教育［建設業を除く］１４～１５

（３４）アーク溶接等業務特別教育１６～１８

（３２）ＫＹＴ実践研修２０

（４８）保護具着用管理責任者教育２６

（４８）安全管理者選任時研修２７～２８

（４０）クレーン運転業務特別教育１・３

３
（５０）フルハーネス型墜落制止用器具使用作業特別教育５

（５０）化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）６

（３２）職長等教育（建設業を除く）７～８

（１８０）新入者安全衛生教育２・３・４・５

４
（３２）職長等教育（建設業を除く）１０～１１

（５０）化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）２５

（４８）保護具着用管理責任者教育２６

　■■　協会のうごき　■■

場　　所事　　　　項
開催月日

日月

三重県文化会館三重県産業安全衛生大会４

１０ 当協会会議室総務委員会（第２回）６

当協会会議室理事会（第３回）１７

当協会会議室正副委員長会議（第３回）２

１１ 当協会会議室編集委員会（第３回）〃

四日市市文化会館
第 ２ ホ ー ル

四日市地方産業安全衛生大会
２１

優 良 勤 労 者 表 彰 式
ケイミュー㈱
伊賀事業所

優良事業場視察研修１１２

伊 勢 神 宮安全祈願祭１０令
和
６年
/１ 当協会会議室安全衛生セミナー（第２回）３０

当協会会議室正副委員長会議（第４回）１

２ 当協会会議室編集委員会（第４回）〃

当協会会議室労務管理講習会２２

当協会応接室会計監査１５

４
当協会会議室総務委員会（２０２４年度第１回）１７

当協会会議室
安全衛生委員会

（２０２４年度第１回）
１９

当協会会議室理事会（２０２４年度第１回）２３

興

興

興

興
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令和５年度　安全・衛生優良事業場表彰及び個人表彰
（敬称略、順不同）

◆（一社）四日市労働基準協会長表彰
《安全衛生優良事業場賞》
　コスモテクノ四日市株式会社
　株式会社小林機械製作所
　山九中部サービス株式会社
　株式会社東研サーモテック 三重工場
　日本板硝子株式会社 四日市事業所
　藤原工業株式会社

《安全衛生功績者賞》
　伊藤　嘉泰　（株式会社中村組）
　小田　祐司　（ＤＩＣ株式会社 四日市工場）
　坪谷　広之　（（一社）四日市労働基準協会）
　中野　良彦　（味の素株式会社 東海事業所）

《優良勤労者表彰》
　鈴木　信広　（住友電装株式会社　四日市製作所）

　ほか１５３名
◆厚生労働省労働基準局長無災害記録証受賞事業場
　株式会社デンソートリム
　　　（種別：第5種　樹立時間：3,550万時間
　　　　　　 無災害期間：H3.11.2.～R5.5.15.）



＜会社紹介>
　当社は、2018年11月に創立100周年を迎えた自動車部品製造会社です。
　国内拠点は、四日市市日永東に本社と本社生産部、三重郡菰野町に生産部菰野と営業・開発
本部、埼玉県大里郡寄居町に生産部寄居がございます。また、タイ、インドに拠点を置きグ
ローバルに事業を進めております。

　　　　本社・本社生産部　　　　　　　　　　　　　　　　生産部寄居

<安全衛生の取組>
　弊社は、各国内拠点でそれぞれ社の安全衛生活動計画に基づき拠点毎の活動計画を作成し推
進しております。拠点毎に実施している巡視活動では、巡視メンバーがそれぞれ工場巡視を行
い顕在化された事象に対し委員会に提出し改善活動に繋げています。また、防災では地震発生
による避難訓練や津波を想定した避難所までの避難経路確認を行ったりしています。
　弊社は、自動車部品製造を行っていることから交通安全に対しても活動しており早朝から安
全運転のPR活動を行っております。

　　　　　　　避難経路確認　　　　　　　　　　　　　　　安全運転PR活動

<最後に>
　快適な職場環境作り…危険な作業および個所を適切に管理。また、安全運転普及のリーディ
ングカンパニーであるため交通ルールを守り、安全運転に努め安全で働きやすい職場維持に努
めて参ります。

２０２４年１月１日労基報よっかいち（８）第１４５号

会員事業場のご紹介会員事業場のご紹介会員事業場のご紹介会員事業場のご紹介

「安全で働きやすい職場の維持」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ベステックスキョーエイ


